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大 会 研究 発 表2005。11.12 『デザイ ン理論』48/2006

ヨ ー ロ ッパ に お け るF.L.ラ イ ト受 容 の 一 断 面

一J .J.P.ア ウ トの 言 説 を め ぐって

本 田昌昭/大 阪工業大学

1.は じめ に

ヨ ー ロ ッパ に お け るF.L.ラ イ ト[1867-

1959]の 影 響 につ い て は,こ れ まで も繰 り返

し言 及 され て き た。 そ して そ の場 合,必 ず と

言 って良 い ほ どオ ラ ンダ は,そ の 議 論 の俎 上

に載 せ られ て き た。 本 論 は,そ の 影 響 の 渦 中

に あ った と言 え る オ ラ ンダ 人 建 築 家J.J.P.

ア ウ ト[1890-1963]に よ って 著 され た論 文

「フ ラ ン ク ・ロ イ ド ・ラ イ トの ヨー ロ ッパ 建

築 へ の影 響 」')(1926年)を 考 察 の 中心 に据 え,

ヨー ロ ッパ に お け る ラ イ ト受 容 の 一 断 面 と し

て,ア ウ トが ラ イ トの影 響 を 如 何 に理 解 して

い たか につ いて 考 究 す る もの で あ る。

2.ラ イ トと 「キュビスム」

同論文の冒頭においてアウ トは,ラ イ トを

「我々の時代における最 も偉大な人物の一人」

であると述べている。このような最大級の賛

辞を与えられたライ トのヨーロッパにおける

影響は,彼 の形態が一人歩きして しまったた

めに 「直ちに成功 しなかった」 ものの,「 よ

り根本的に知 られるようになってからはひと

つの啓示としての役割」を果たすこととなっ

たとアウ トは言う。それは 「旧世界の建築を

む しばんできた細部表現か らの解放」を意味

し,ラ イ トの作品において,「 量塊の堆積」

「要素間の関連」「空間の流動性」 として顕現

する。そしてアウ トは,こ のような造形上の

特徴を実現 したライ トの設計手法が,「 ヨー

ロッパの大多数の近代的な建築生産の特徴 と

なるであろう」と書き記す。ここに,ヨ ーロッ

パにおけるライ トの第一の影響が提示 されて

いる。ただ し,近 代建築の成立は偏にライ ト

に帰するべきものではないことをアウ トは強

調する。アウトは,ラ イ トと並んで 「キュビ

スム」の存在を指 し示 し,こ の二つの影響が

あってこそ,先 の造形上の特徴が生まれ得た

と言 うのである。両者の影響は,専 ら形態を

崇めるという形で現れることとなり,そ の一

方で,ラ イ トが望み,「 キュビスム」が目指

した 「時代の欲求や可能性,つ まりは時代の

要求に基づいた建築」という理念は顧み られ

ることがなかったとの解釈が示される。結果

として 「建築」 は,「形態の制約 ・厳 しさ ・

精確さ,単 純性 ・合法則性」を志向しなが ら

も,帰 結 としての 「形」が多大なる影響力を

持つこととなったのであった。

ここでアウトが,「 キュビスム」 という語

を建築における 「新 しい動き」という特別な

意味において使用 していることは注意 してお

かねばならない。

3.建 築 に お け る 「キ ュ ビス厶 」

ア ウ トは,ラ イ トと 「キ ュ ビス ム」 の 「表

面 的 ・外 面 的」 な類 似 性 につ い て,「 矩 形 へ

の意 志,三 次 元 的 な ものへ の傾 向」 に言 及 し

て い る。 しか し注 目す べ き は,両 者 が 「本 質

的 に は ま った く異 質 で あ り,む しろ対 立 的 で

す らあ った」 と論 じて い る点 で あ ろ う。 形 態

上 の類 似 性 を認 め な が ら もア ウ トは,ラ イ ト

に 「大 げ さな 造 形,感 覚 過 剰,ア メ リ カ の

"高級 生 活"」 を感 じ取 り
,一 方 「キ ュ ビス

ム」 に 「清 教 徒 的 な禁 欲,精 神 的 な節 制 」 を

読 み取 る。 そ して 「キ ュ ビス ム」 の こ の 内 な

る意 志 が 「あ り とあ らゆ る もの を包 み込 ん だ

抽 象」 へ と結 実 した と指 摘 す る。 ア ウ トは,
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建築が 「趣味」の問題に終始 していた混乱期

を抜 け,「構成的なものの概念,関 係の価値

の回復」「線の本質的な意義,形 態の圧倒的

な厳 しさの認識」「空間の重要性の認識」が

確認できる新たなる段階に至ったと考えてい

た。 このことをもってアウ トは,「 キュビス

ム」を 「新 しい古典主義」の始まりと位置づ

ける。 アウ トは,「新 しい古典主義」 を,い

わゆる歴史主義的な古典主義ではな く,「数

と量,純 粋さと秩序,規 則正 しさと反復,完

全な ものと彫琢されたもの」 といったものへ

の欲求をその特徴する非歴史的な古典主義 と

定義する。

4.ラ イ ト信奉の罪

アウ トは,「 ライ トが長い間熱心に説いて

きた ものの発展が作品への誤解によって損な

われたこと」,そ してそれが,「彼の後継者た

ちの上面な態度」によるものであったことを

「悲劇的」であると形容 している。 この意味

では,ヨ ーロッパ建築におけるライ トの影響

は正 しく機能したとは言えないのかもしれな

い。多 くのライ ト信奉者が,ラ イ ト作品の剽

窃に止まり,「生活の基盤 としてきわめて重

要な」理論を欠 いていたとアウ トは言う。

「如何なる美の基準もな く,伝 統的な支え も

ない」時代であるか らこそ,「 理論」が必要

不可欠であるとアウ トは訴える。また理論な

き模倣は,そ れまでの建築の歴史においても

繰 り返 し試みられてきたが,過 去の建築では

なく同時代人が建てたものを模倣するという

状況は,断 罪されねばな らないとの主張が示

される。そしてその攻撃の矛先は,単 に模倣

という行為だけでな く,「最新流行の形態と

有機的な生成の身振 り」によって,「 純粋な

建築をめぐる争いの場」か ら逃れようとした

ことに向けられたのであった。

5.お わ りに

上述のように,ア ウ トによればライ トと

「キュビスム」は,作 品における形態上の類

似性に加え,「 時代の要求」に基づいて建築

の創造を目指 したという点においてその志向

を同 じくしていた。 しかしながら,ラ イ トが

アメリカの上層階級の生活を 「時代の要求」

と捉えたのに対 し,「キュビスム」はそれを

労働者の生活と措定 したのであった。つまり

ライ トの作品は,ヨ ーロッパ近代建築の成立

に形態的刺激を与えることとなったものの,

ライ トが捕捉した 「時代の要求」は,ヨ ーロッ

パにおいては共有されるものではなかったの

である。言い換えるならアウ トは,ラ イ トの

作品が理論なき模倣を通 じてヨーロッパに浸

透 していったと捉えていたと言えよう。

1910年代後半のアウ トの作品や言説からは,

ライ トへの熱狂を確かに読み取ることができ

る。 しかし本論で取 り上げた論文では,ラ イ

トの影響をその追随者の 「模倣」という側面

から論ずることで,こ の建築家への批判的な

視点が披瀝されている。つまり1920年代半ば

においてアウ トは,ラ イ トを賛美の対象とし

てのみ扱 うのではな く,そ の重要性を相対化

し,さ らに言うならば,自 身が 「キュビスム」

と呼ぶ運動の正当性を引き立たせる役回りを

この建築家に担わせたのであった。

註:

1)Oud,J.J.P.:`DerEinflussvonFrank

LloydWrightaufdieArchitekturEuropas

(EinEssay)',HolllindischeArchitektur,

Bauhausbiichernr.10,Munchen,1926,pp.

77-83.(『 オ ラ ンダ の 建 築 』,貞 包 博 幸 訳,中

央 公 論 美 術 出 版,1994年 。)

な お,本 稿 にお い て 「 」 付 き で 表記 した

箇 所 は,一 部 強 調 と して用 い て い る が,主 に

同論 文 か らの 引 用 を意 味 す る。 本 来 な らば,

そ れ ぞれ にペ ー ジ数 等 を注 記 す べ きで あ るが,

紙 幅 の 都 合 上 省 略 した。
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